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刑 法 配点 60点  

 

問題  

以下 事例 基 ， 及び乙 罪 を論 た ，特別法 反 点 除 。 

 

 暴力団 A組 所属 組員 あ ，A組 組長 B 拳銃発砲 腕前を高

わ ， た，腕 節 強いこ ，A組 若頭 あ 乙 右腕を 立

場 いた。 た，乙 ，A 組 若頭 ， を た A 組 若い衆を束 立

場 あ ，組長 B A 組 覚せい剤取引 一 を任さ ，A組 中 ，組

長や組員 厚 信頼を集 者 あ た。 

 及び乙 所属 暴力団A組 暴力団C組 ， 対立抗 中 あ た ，

あ 日，乙 ，C 組 幹部 あ X ，C 組 資金調 目的 覚せい剤 売 を行

い こ を知 た。乙 ，C 組 幹部 あ Xを殺害 C組 力 弱 ，さ

X を利用 覚せい剤を奪い取 ，C 組 資金源 い 考え

う ，覚せい剤 売買取引を口実 Ｘを び 出 た ，自身 右腕 あ

力を借 ，Xを殺害 覚せい剤を奪い取 計画を立 こ た。 

 成 月 旬頃，乙 前記 計画を実行 移 べ ，X 電話 連絡を

た。そ 際 ，乙 ，X 面識 いこ を利用 ，自身 A 組 若頭 ，

単 覚せい剤売買 仲 者 あ う 装い ， 覚せい剤 大量購入を希望

い 買手 い 告 覚せい剤 売買取引を X 込 こ ，X 覚せい

剤 ラ 端価格 万 相当 を売 旨 返答を得 た ， 成

月 日午前 1時 ，D 市内 E ホテ ロビー 落 合い，E ホテ 一室

移動 ，X 覚せい剤 売買取引を行うこ を約束 た。そ 後，乙 ， を A 組事

務所 び出 ， 対 ， C組 幹部 Xを覚せい剤取引 あ 偽 ， 月

日 午前 1 時 E ホテ 会う約束を た。X 覚せい剤 ラ を持 E

ホテ や こ た。俺 X を殺 覚せい剤を奪い取 や う 考え

い 。X をや C 組 勢力を弱 こ 出来 ，覚せい剤を奪い取 一石

鳥 。そこ ， 前，俺 協力 い 。 ，そ 日程 E ホテ 部屋を

並び 。一方 Xを誘 出 ， う一方 部屋 前 隠 い 。

最初 俺 X い 部屋 行 ，X 話を 。そ 後， 前 い 部屋 行

，俺 一緒 X い 部屋 い こい。俺 を開 前 部屋 入

チャカ(拳銃)を X 向 撃 。俺 そ 相手 覚せい剤を取 逃 。チ

ャカ 前 方 手配 。 言 ，犯行手順を説 た こ ， そ

いい 。C組を潰 いいチャンス 。俺 チャカ 腕前 組や乙さ 役 立

嬉 い 。是非，や せ さい。 了承 た。 ，こ 話 際 ，奪 た
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覚せい剤 べ 乙 A組 覚せい剤売買取引 使用 いうこ 話 た。

そ 後， ，乙 指示さ た E ホテ 連絡を入 ，同 月 日

日 ，Eホテ 号室及び 号室を 約 ，乙 そ 旨伝え ，乙 ，

， ，俺た 日 午後 時 E ホテ 地下駐車場 そ 所

自家用車 乗 付 ，そこ 落 合 う。 告 た。 

 同 月 日午後 時頃， 乙 そ 自己所 自家用車 乗 ，Eホテ

地下 あ 駐車場 赴いた。乙 ，E ホテ 地下駐車場 出会う ， 対 ， こ

間 計画 ，少 変更を う 思う。俺 ロビー X 落 合 号室

連 行 ，隣室 号室 覚せい剤 買い手 い う 見せ ，X

をう 言い 先 を 取 。 号室 前 待機 い

。う を手 入 こ た ， 前 い 号室 行 合図

，そ あ ， 前 入 替わ X い 号室 入 相手をや 。 指示

た こ ， そ を了承 た。そ 後， 乙 E ホテ ロビー そ

号室及び 号室 チェッ ン ， 宿泊費を前払い 支払う ， 号室，

乙 号室 向 い，そ 計画 向 準備を行うこ た。 

 翌日午前 1時，乙 X Eホテ ロビー 落 合い，Xを 号室 案内 た。

号室 到着 ，乙 ，X 持参 た覚せい剤 ラ を確認 ，X 対 ，

覚せい剤 値段を尋 た たあ ，隣室 号室 待機 い 買い手 話を

言 ，い た 号室を出 号室 入 た。 号室 ，

拳銃 ン ーを ，銃弾を装填 X 殺害 向 た準備を いた ，そ を

確認 た乙 ， 対 ， X 確 を持 いた。こ ，ここ 買い手

い う 見せ ， を 取 。そ ここ 待機 い

。 告 ，再び 号室 戻 た。 

６ 号室 戻 た乙 ，X 対 先方 品物を 取 金 や 言

い 。品物を先方 見せ 売買取引をあ せ ，い た 俺 品物を預

い 。 告 ，X こ 金を見 いう 渡 こ い。 答

え 等 ，乙 X 間 覚せい剤 渡 関 言い合い 続いた。 ，乙 ，

先ほ 号室 行 た ，先方 ュラ ン ース い い 束を用意

いた を俺 見 い 。う い 1億 売買出来 う。先方 質 いい

いうこ を見せ ， 億 売買 う 仲 を ，少 間，俺

品物を預 。悪い う い。 告 た こ ，X 譲歩 1 億

。わ た。 ，こ あ た 預 わ。 言 ，乙 覚せい剤約 ラ

を手渡 た。こ を 取 た乙 ，X 対 ここ 待 い 。 言

い，覚せい剤 ラ を持 号室を退出 た。 号室を退出 た乙 ，

号室 向 い，室内 待機 いた 対 覚せい剤を見せ ， う

を手 入 た。俺 こ 車 逃 。 前 俺 逃 号室 行 ，
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Xをや 。X 偽 売買 気 い ，金を払え た ，こ を取 返

た い う ， 留 。 告 ， 号室を退出 ，

E ホテ 地下駐車場 向 い，そこ 駐車 いた乙所 自家用車 覚せい剤

ラ を積 Eホテ 逃走 た。 

 ，乙 号室を退出 た 後， ン ー 拳銃を背中 隠  

号室 向 た。 号室 を ッ ， 越 号室

者 告 ，X を開 ， う ，いい品 う。 億 頼 。た ，

い ， 少 都合 悪い 。5 後 金を持 う一度 号室 来 。

，小声 告 た。 ， ，覚せい剤 取 返 や 1億 支払いを免 た

， た，C組 勢力を弱 た ， Xを 留 絶好 チャンス 考え，

そ 必要 い。 い を全開 ， ン ー 拳銃を X 向 ，

さ 室内 逃 う 身を翻 た X 背中 心臓部位を狙 弾丸 発を発砲

た。 発砲 た弾丸 X 背中 心臓部 身体を 通 ，X そ

死 た。そ 後， 号室 を閉 号室 戻 ，自身 荷物を担い

急い 地下駐車場 向 い，そこ 駐車 いた 所 自家用車 E ホテ 逃

亡 た。 

８ ，乙共 知 たこ あ ，前記６ い ，乙 号室を退出 た

後，不審 男 号室 出入 い 連絡 ，E ホテ 従業員 Y 様

子を伺うた 号室を訪 ，同室内 X 話を聞い いた。Y ， 来室 た際，

玄関先 X や を聞い 不審 思い，室内 Ｘ い 玄関 向

歩い 行 た こ 拳銃を発砲 ，そ 弾丸 X 心臓及び身体を 通

さ Y 腹部中央 中 た。Y ， 弾丸 腹部銃創を負 倒 ，

同日午前 時 頃，腹部銃創 大量出血 死亡 た。 ，乙

こ ， ，終始 号室内 Y いたこ 気 い い た。 
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刑事訴訟法 配点 40点  

 

以下 設例を 設問 1 及び 設問 2 答え さい。 

 

設例  

． 被告人 X 在日米軍 所属 者 あ ン 日 向 う飛行機

中 A 知 合い 東京都内 Hホテ ６階６ 号室 宿泊 いた。 

． 成 ８ ８月 日午前 時頃 麻薬取締官M Hホテ 従業員 X

A 宿泊 い 部屋 入 た こ 大麻を吸引 た際 臭い 旨 通報

あ た M 同僚 T 共 午前 時頃 Hホテ 赴 張 込 を

いた こ 同日正午頃 X ホテ 帰 た ホテ ロビー 片隅

職務質問を開始 所持品を見せ 欲 い旨 再三 渡 説得 た こ X 渋々

ポ ッ 大麻 入 たビニー 袋を取 出 た 同日午後 時頃 M

Xを大麻不法所持 現行犯 逮捕 た。  

． X 警察 連行さ あ 部屋 所持品を取 たい いう M

こ を許可 X 一緒 ホテ ６ 号室 赴いた。そ 際 M X

別 大麻を持 い い 疑い 室内を捜索 た こ 同日午後 時

頃 X バッ を発見 中を捜索 た こ 大麻タバコ６ ラスチッ

ース 入 い を発見 た こ を差押えた。  

 

 

設問 1  

  下線部 逮捕 適法性 い 論 さい。 

 

設問 2  

  下線部 捜索 差押え 適法性 い 論 さい。 


